
第６学年 理科学習指導案

１ 単元名 発電と電気の利用
２ 単元の目標
電気はつくり出したり蓄えたりすることができることを知り、その電気をさまざまな器

具に流すことによって、電気は、光、音、熱、運動などに変えることができるという考え
をもつことができるようにする。
また身の回りには電気をつくり出したり蓄えたり、光、音、熱、運動などに変えるさま

ざまな道具があることを知るとともに、より妥当な考えをつくりだす力を育成する。
３ 本時の学習
（１）目標

電気は条件や動作の組み合わせをもとに、解決の方法を発想し、プログラミング
することができる。

（２）プログラミングを取り入れる効果
私達の身の回りにある物が、さまざまなプログラミングによって動作しているこ
とを実感することができるようになる。
５年生で体験したプログラミング体験を活かして、さらに論理的思考力を高める
ことができるようになる。

（３）展開

学習活動 ・指導上の留意点（◇評価）

１ 本時のめあてを確認する。 ・どうすれば豆電球が光るのかを問うこ
とにより、電流を流したり止めたりす
るプログラムを作る必要があることを
確認する。

指令を出して豆電球を光らせよう

２ ワークシートに豆電球を光らせるプ ・ワークシートに必要な命令を提示して
ログラムを記入する。 おくことにより、プログラムを作りや
・１０秒間豆電球を光らせる。 すくなるようにする。
・豆電球を点滅させる。

３ プログラムが正しいかどうか、実験 ・ペアで１つのタブレットを使用する場
キットを使って確かめる。 を設けることにより、友達と対話しな

がら自分の考えを整理することができ
るようにする。

◇条件や動作の組み合わせをもとに、解
決の方法を発想し、プログラミングし
ている。

４ 本時の学習を振り返り、次時への見 ・他にどのような光らせ方ができるか問
通しをもつ。 いかけることにより、次時への課題を

設定することができるようにする。

４ 本時の評価

「十分満足できる」 指令を組み合わせて、条件に合ったプログラミングをするこ
と判断される状況 とができる。

「おおむね満足でき 上手くいったプログラムと上手くいかなかったプログラムを
る」状況を実現する 比較することができる場を設けることにより、解決の方法を
ための手立て 発想することができるようにする。


